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新
聞
の
広
告
で
も
御
承
知
の
こ
と
と
、
思
ふ
が
、
今
度
自
分
は
芥
川
の
援
助

を
も
乞
う
て
、
「
小
学
生
全
集
」
な
る
も
の
を
編
輯
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
曾
て
、
自
分
は
「
小
学
童
話
読
本
」
八
巻
を
編
輯
し
た
。
清
新
に
し
て
健
全

な
る
童
話
を
精
選
し
て
、
児
童
の
読
物
に
供
す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
。
二
年
近

き
歳
月
を
費
し
て
、
漸
く
完
成
し
た
が
、
自
分
の
蒐
め
た
小
学
生
の
読
物
は
、

そ
の
何
分
の
一
し
か
収
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
そ
し
て
、
完
全
な
る
小

学
生
読
物
は
、
可
な
り
の
大
部
数
を
要
す
る
こ
と
が
分
つ
た
。

　
今
度
「
小
学
童
話
読
本
」
の
出
版
元
な
る
興
文
社
が
、
小
学
生
の
読
物
方
面

に
大
量
出
版
の
出
版
事
業
を
敢
行
せ
ん
と
す
る
に
当
つ
て
、
自
分
は
相
談
を
受

け
た
。
「
小
学
童
話
読
本
」
の
編
輯
で
あ
ら
ゆ
る
児
童
読
物
に
目
を
通
し
て
ゐ

る
自
分
は
、
全
力
を
以
て
、
そ
の
編
輯
に
当
る
こ
と
を
決
心
し
た
。

　
自
分
は
文
学
者
で
あ
る
か
ら
、
此
の
全
集
の
中
に
、
世
界
の
少
年
少
女
文
学

の
傑
作
は
悉
く
集
め
る
こ
と
に
し
た
。
「
ク
オ
レ
」
「
少
公
子
」
「
ジ
ャ
ン
グ

ル
・
ブ
ッ
ク
」
「
家
な
き
子
」
「
ピ
イ
タ
ア
・
パ
ン
」
な
ど
は
、
面
白
い
こ
と

無
類
で
、
こ
れ
を
よ
む
と
よ
ま
な
い
で
、
子
供
の
性
格
や
情
操
に
差
違
が
生
じ

は
し
な
い
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど
、
強
い
感
銘
を
与
へ
る
も
の
だ
と
思
ふ
。

「
ア
レ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ツ
」
「
イ
ソ
ッ
プ
」
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
「
ロ
ビ
ン
ソ

ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
は
い
づ
れ
も
童
話
の
聖
書
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
の
ぞ
く

こ
と
は
出
来
な
い
。

　
自
分
は
少
年
時
代
歴
史
を
愛
読
し
た
。
そ
の
意
味
で
私
は
「
歴
史
童
話
集
」

に
三
巻
を
割
い
て
、
歴
史
的
大
事
件
を
童
話
風
に
か
い
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
少
年
少
女
の
科
学
智
識
に
対
す
る
傾
向
は
、
近
来
殊
に
著
し
い
や
う
だ
。
そ

の
意
味
で
、
電
気
、
動
植
物
、
物
理
化
学
、
生
物
学
、
生
理
衛
生
、
等
子
供
に

分
る
範
囲
で
、
そ
の
概
略
を
説
明
し
て
貰
ふ
こ
と
に
し
た
。
石
川
千
代
松
、
厚

木
勝
基
、
横
山
桐
郎
、
山
本
清
、
正
木
不
如
丘
、
山
本
忠
興
、
田
丸
卓
郎
、
牧

野
富
太
郎
、
兼
常
清
佐
、
鷹
司
信
輔
、
辻
村
太
郎
氏
等
の
諸
学
者
等
、
自
分
と

は
一
面
識
も
な
い
方
々
が
、
執
筆
を
快
諾
し
て
下
さ
つ
た
。
御
厚
意
は
何
と
も

感
謝
の
外
は
な
い
。

　
興
文
社
は
、
世
間
周
知
の
通
り
最
も
確
実
な
る
書
肆
で
、
同
社
の
石
川
寅
治

君
は
「
日
本
名
著
全
集
」
で
も
知
ら
れ
る
通





、
良
書
の
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、

利
害
を
度
外
に
置
い
て
ゐ
る
人
で
あ
り
、
そ
の
上
資
力
充
実
し
て
ゐ
る
か
ら
、

全
八
十
巻
を
完
全
に
出
版
し
得
る
と
思
ふ
。
そ
の
上
、
文
藝
春
秋
社
も
裏
書
を

す
る
意
味
で
、
名
前
を
列
べ
る
こ
と
に
し
た
、
予
約
に
つ
い
て
充
分
の
責
任
を

負
は
ん
た
め
で
あ
る
。
最
初
は
、
四
六
版
の
計
画
で
あ
つ
た
が
、
発
表
前
後
に
、

共
同
印
刷
所
へ
、
全
頁





四
度
刷
と
云
ふ
破
天
荒
な
機
械
が
輸
入
さ
れ
た
の
で
、

（
そ
の
機
械
は
菊
版
で
な
け
れ
ば
か
ゝ
ら
な
い
の
で
）
急
に
菊
版
に
模
様
が
へ

し
た
。
第
一
頁





か
ら
奥
附
ま
で
、
四
度
刷
に
出
来
る
の
だ
か
ら
、
色
刷
の
挿
画

を
毎
頁





に
だ
つ
て
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
、
出
版
界
の
革

命
を
起
す
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

　
そ
の
上
、
定
価
は
三
十
五
銭
で
あ
る
。
菊
判
三
百
頁





で
、
三
十
五
銭
で
あ
る

か
ら
、
廉
い
〳
〵
と
云
は
れ
る
如
何
な
る
全
集
も
、
到
底
比
べ
も
の
に
は
な
ら

な
い
だ
ら
う
。

　
だ
が
、
そ
の
破
天
荒
の
廉
価
は
、
た
ゞ
大
量
生
産
に
依
つ
て
の
み
、
支
持
さ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
十
万
部
三
十
万
部
で
は
損
失
は
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。

従
つ
て
、
出
来
る
だ
け
の
予
約
者
を
得
た
い
か
ら
、
本
誌
の
読
者
諸
君
に
挙
つ

て
尽
力
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
思
ふ
。

　
今
度
は
、
自
分
も
全
力
を
つ
く
し
て
や
る
つ
も
り
だ
。
今
月
中
に
は
、
宣
伝

の
た
め
の
講
演
も
、
各
地
で
や
り
た
い
と
思
ふ
。
何
か
に
つ
け
て
、
御
尽
力
を

願
ひ
た
い
。
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実
際
か
う
し
た
廉
価
出
版
は
、
今
だ
け
で
前
後
に
な
い
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
う
云
ふ
意
味
で
出
来
る
だ
け
予
約
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
年
五
月
）

4「小学生全集」について



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
菊
池
寛
全
集
　
第
二
十
四
巻
」
高
松
市
菊
池
寛
記
念
館
、
文
藝
春
秋

　
　
　1995
（
平
成7

）
年8

月30

日
発
行

初
出
：
「
文
藝
春
秋
」
文
藝
春
秋

　
　
　1927

（
昭
和2
）
年5

月
号

入
力
：
大
久
保
ゆ
う

校
正
：
門
田
裕
志

2004

年5

月18

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

5



「小学生全集」について
菊池寛

2026年10月1日　第二版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL https://aohelp.club/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


